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求え がき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 (AIST)Z 独 
立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 (NITE) か ら ， 工業 標準 原案 を 具 して 日 本 工業規格 を 制定す ベ きとの 申 出 
が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日本工業規格 である。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 

JISS0031 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 

附属 書 1 (参考） 年代 別 相対 輝度 を 用いた 視覚 的コン トラスト の 計算 例 
附属 書 2 (参考） 年代 別 相対 等価 輝度の 求め 方 及び 光の 評価 方法 



(1) 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 
視覚 表示物 一 

年代 別 相対 輝度の 求め 方 及び 光の 評価 方法 

Guidelines for the elderly and people with disabilities- 
Visual signs and displays ― Specification of age-related relative 
luminance and its use in assessment of light 

序文 我が国に おける 高齢者 人口の 急激な 増加 にもかかわらず， 高齢者に とって 見に く い 視覚 表示物が 増 
加して いる。 この 規格 は， 年代 別 分光 視感 効率に 基づいて， 様々 な 年齢の 対象 者が 光源 及び 物体 を 見る と 
きの 年代 別 相対 輝度 を 算出し， その 量 を 用いて 光源 及び 物体の 明るさ を 評価す る ことによって， 特に 高齢 
者が 安全で 快適な 生活 を 送る ために 必要な 見やす い 視覚 表示物の 評価 • 設計 を 行う 際の 指針と して 制定し 

た。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 若年 者から 高齢者までの 年齢の 観測 対象 者 （以下， 対象 者と いう。） が 光源 及 
び 物体 を 見る ときの， 光の 視覚 的 効率 及び それに 基づく 視認性 を， 対象 者の 年齢 を 考慮した 年代 別 相対 輝 
度 を 用いて 評価す る 方法に ついて 規定す る。 

なお， この 規格 は， 分光 放射 輝度が 既知 又は 計測 可能な 光源 及び 物体であって， 明 所視と 呼ばれる 明る 
い 環境 下で 見る ものに ついて 適用し， 薄 明視 及び 暗 所視の 暗い 環境 下で 見る ものに は 適用し ない。 
備考 1. こ の 規格で 規定す る 年代 別 相対 輝度 は， 同一の 年代 別 分光 視感 効率に よって 得ら れた 年代 別 
相対 輝度の 相互の 比較 検討に だけ 用いる。 したがって， 標準 分光 視感 効率に よる 輝度との 比 
較， 又は 異なる 年代 別 分光 視感 効率で 得られた 年代 別 相対 輝度 間で 比較す る こ と はでき ない。 

2. この 規格で は， 視覚 的 病歴の ない 健 常 者 を 対象と し， その 年齢 は， 10 歳 代から 70 歳 代と す 
る。 また， 10 歳 代 未満 又は 70 歳 代 を 超える 年代の 対象 者に ついては， 年代 別 分光 視感 効率 
を外揷 する ことによって 適用しても よい。 

3. 年代 別 相対 輝度の 使い方の 参考と して， 年代 別 相対 輝度 を 用いた 視覚 的コ ン トラスト の 計算 
例 を 附属 書 1 (参考） に， 及び 年代 別 相対 等価 輝度の 求め 方 及び 光の 評価 方法 を 附属 書 2 (参 
考） に 示す。 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JISZSIU 照明 用語 

J1S Z 8724 色の 測定 方法 一光 源 色 
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3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JlSZ8n3 による ほ 力、， 次に よる。 

a) 分光 視感 効率 特定の 測 光 条件 下で， 波長 メの 放射と 波長ん, 1 の 放射と が 同じ 強さの 光 感覚 （明るさ 

感覚） を 生じる 場合に おける 波長ん,， の 放射 束の 波長 メの 放射 束に 対する 比。 通常， メを 変化 させた 
ときの 最大値が 1 になる ように 基準 化する （J1SZ8113 参照）。 

b) 光の 視覚 的 効率 可視 放射が 視覚 系に 取り込まれて 視 感覚 を 生じる ときの 相対的な エネルギー 効率。 
C) 分光 放射 輝度 放射 輝度 を 単色 放射に 対して 表した もの 又は 分光 分布と して 表した もの。 

d) 年代 別 分光 視感 効率 分光 視感 効率の 年齢 変化 を 考慮して， 年代 別に 定めた 分光 視感 効率。 

e) 年代 別 相対 輝度 年代 別 分光 視感 効率に 基づいて 年代 別に 算出した 量で， 輝度に 相当す る 量。 

f) 視覚 的 応答 可視 放射が 視覚 系 に 取り込ま れて生 じ る 視 感覚。 

g) 視覚 的 効果 視 感覚に よって 引き起こされる 様々 な 視覚 機能に 対する 光の 効果。 

h) 標準 分光 視感 効率 人間の 目の 標準 的な 分光 視感 効率と して 国際 照明 委員会 （CIE) において 合意 さ 
れた 値。 明所視 における 標準 分光 視感 効率 ド (メ） と 暗所視 における 標準 分光 視感 効率 に (メ） との 二つが 
ある （JISZ8113 参照）。 

4. 年代 別 相対 輝度の 求め 方 年代 別 相対 輝度 は， 式 (1) によって 計算す る。 

700 

ん(;,）=1：ん5>7(ス)(3)」ス (1) 

400 

ここに， ん (a): 年代 別 相対 輝度 （W'nr 2 -sr- ') 

ん e, ん： 分光 放射 輝度 （W-m- 2 -sr- ''画-') 

： 年代 別 分光 視感 効率 
AX ： 波長 帼 （5 

備考 ん (a, は 10 歳 代 ごとに 添字 (a) によって， 例えば， 20 歳 代で あれば， ム<2。, と 表す。 ん e,;i は JISZ8724 
に 示す 方法に よって 400〜700 nm の 範囲で 計測した 値 を 用いる。 zU は 波長 幅 を 表し， 5 nm が 望 
ましい。 ^^(/1)(,)は， 10 歳 代 ごとに 添字 (a) によって， 例えば， 20 歳 代で あれば， ^^/1)(2。)と表し， 
対象 者の 年齢に 対応して 付表 1 に 示す 各 年代の 分光 視感 効率から 適切な 値 を 読み取る。 

参考 式 (1) の 右辺に 最大 視感 効果 度 を 乗じる と， 輝度 を 定義す る 式と 同様な 式と なり， 輝度に 対応す 
る 値が 得られる。 ただし， この場合の 最大 視感 効果 度 は， 年代 別 分光 視感 効率に 対して， その 
540 THZ の 周波数 （空気 中で 約 555 nm の 波長） における 値が 683 Im/W となる ように 尺度 化す 
る ことによって 決められる も ので， 明 所視の 標準 分光 視感 効率に 対 し て 同様な 手法で 決め ら れ 
た 683 Im/W と は 異なる。 

5. 年代 別 相対 輝度に よる 光の 評価 方法 年代 別 相対 輝度に よる 光の 評価 は， 同一 年代の 年代 別 分光 視感 

効率で 計算した 値 相互の 相対的な 関係 （大小 関係） で 行い， 二つの 光の 視覚 的 応答 又は 視覚 的 効果 を， 次 
によって 評価す る。 

ん (a>(A) > L(,)(B) であれば， 光 A は 光 B より 視覚 的 応答 又は 視覚 的 効果が 高い。 
ん <a>(A) = ん (a>(B) であれば， 光 A と 光 B と は 視覚 的 応答 又は 視覚 的 効果が 等しい。 
ん (a>(A) < ん <a>(B) であれば， 光 A は 光 B より 視覚 的 応答 又は 視覚 的 効果が 低い。 

ここに， ん JA) ： 光 A に 対す る a 歳 代の 年代 別 相対 輝度 （W-m- 2 'sr-') 
ん (a)(B) ： 光 B に対する 《 歳 代の 年代 別 相対 輝度 （W'm- 2 'sri) 
歳 代： 光 A と 光 B で 同一の 年代と する。 
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6. 記録 年代 別 相対 輝度の 算出 及び 評価に 当たって は， 必要に応じて 次の 項目 を 記録して おく ことが 望 
ま しい。 

a) 対象 者の 年齢 
例 65 歳 

b) 観測 環境の 照度 
例 200 Ix 

C) 分光 放射 輝度 
例 



波長 ス (nm) 


光 A (W nr-sr-'-nm ') 


光 B (W.m-2'sr'.nm-') 


400 


3.121> 


10-3 


7.082x10" 


405 


4.176> 


10-3 


7.765x10—6 


410 


5.753> 


10-3 


1.033x10"' 


695 


4.055> 


10-5 


1.179x10—5 


700 


8.054> 


10-5 


1.499x10—5 



d) 分光 放射 輝度 計の 種類 及び 波長 幅 zU (分光 放射 輝度 を 計測した 場合) 
例 〇〇 分光 放射 輝度 計， zU = 5nm 

e) 年代 別 分光 視感 効率 （付表 1 から 求めて 記載す る。） 

例 60 歳 代 年代 別 分光 視感 効率 



波長 ス (nm) 




400 


0.001 52 


405 


0.002 47 


410 


0.003 84 


695 


0,009 37 


700 


0.006 70 



f) 年代 別 輝度の 計算 結果 及び 評価 

例 ん (a)(A) = 0.098 8 W'm— 2-sr-' > ん (a)(B) = 0.070 9 W-m— s-sr—' 

したがって， 60 歳 代の 対象 者に とって， 光 A は 光 B より 視覚 的 応答 又は 視覚 的 効果が 高い。 
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付表 1 年代 別 分光 視感 効率 



波長え 

(nm) 


年代 別 分光 視感 効率 




！' X ス) m>、 


ド (Am)、 






に (几) (a>. 


ゆ <7')> 


400 


0.015 12 


0.009 55 


0.006 03 


0.003 80 


0.002 40 


0.001 52 


0.000 96 


405 


0.021 59 


0,014 00 


0.009 08 


0.005 88 


0.003 82 


0.002 47 


0.001 60 


410 


0.029 43 


0.019 59 


0.013 03 


0.008 67 


0.005 77 


0.003 84 


0.002 56 


415 


0.038 33 


0.026 16 


0.017 85 


0.012 18 


0.008 31 


0.005 67 


0.003 87 


420 


0.047 67 


0.033 33 


0.023 31 


0.016 30 


0.011 40 


0.007 97 


0.005 57 


425 


0.056 62 


0.040 54 


0.029 02 


0,020 78 


0.014 88 


0.010 65 


0.007 63 


430 


0.064 23 


0.047 05 


0.034 46 


0.025 24 


0.018 49 


0.013 54 


0.009 92 


435 


0.070 56 


0.052 83 


0.039 56 


0.029 62 


0.022 18 


0.01661 


0.012 43 


440 


0.076 09 


0.058 19 


0.044 5 1 


0.034 04 


0.026 03 


0.01991 


0.015 23 


445 


0.080 55 


0.062 87 


0.049 08 


0.038 31 


0.029 90 


0.023 34 


0.018 22 


450 


0.084 91 


0.067 59 


0.053 81 


0.042 83 


0.034 10 


0.027 14 


0.021 61 


455 


0.090 40 


0.073 33 


0.059 48 


0.048 25 


0.039 14 


0.031 75 


0.025 75 


460 


0.097 20 


0.080 28 


0.066 30 


0.054 76 


0.045 23 


0.037 35 


0.030 85 


465 


0. 1 05 55 


0.088 69 


0.074 52 


0.062 62 


0.052 62 


0.044 21 


0.037 15 


470 


0.1 15 84 


0.098 95 


0.084 52 


0.072 20 


0.061 67 


0.052 68 


0.045 00 


475 


0.128 59 


0.1 1 1 57 


0.096 81 


0.084 00 


0.072 88 


0.063 23 


0.054 86 


480 


0.144 38 


0.127 14 


0.1 1 1 97 


0.098 60 


0.086 83 


0.076 46 


0.067 34 


485 


0. 1 63 96 


0.146 43 


0.130 77 


.1 16 79 


0.104 30 


0.093 15 


0,083 19 


490 


0.191 03 


0,172 88 


0.156 45 


0.141 59 


0.128 14 


0.115 96 


0.104 94 


495 


0.231 64 


0.212 25 


0.194 49 


0.178 22 


0.163 31 


0.149 64 


0.137 12 


500 


0.292 32 


0.271 00 


0.25 1 24 


0.232 91 


0.215 93 


0.200 18 


0.185 58 


505 


0.383 92 


0.359 81 


0.337 22 


0.316 04, 


0.296 19 


0.277 59 


0.260 16 


510 


0.501 09 


0.474 38 


0.449 08 


0.425 14 


0.402 47 


0.381 01 


0.360 69 


515 


0.620 60 


0.592 98 


0.566 59 


0.541 38 


0.51729 


0.494 26 


0.472 27 


520 


0.729 34 


0.702 81 


0.677 25 


0.652 61 


0.628 88 


0.606 01 


0.583 96 


525 


0,813 32 


0.789 78 


0.766 92 


0.744 73 


0.723 17 


0.702 24 


0.681 92 


530 


0.876 33 


0.856 85 


0.837 80 


0.819 17 


0.800 95 


0.783 15 


0.765 73 


535 


0.928 98 


0.913 87 


0.899 00 


0.884 38 


0.870 00 


0.855 85 


0.841 93 


540 


0.968 87 


0.958 17 


0.947 59 


0.937 12 


0.926 78 


0.916 54 


0.906 42 


545 


0.994 15 


0.987 61 


0.981 10 


0.974 64 


0.968 22 


0.961 85 


0.955 51 


550 


1 .003 62 


1.000 71 


0.997 80 


0.994 91 


0.992 02 


0.989 14 


0.986 27 


555 


1 .000 00 


1 .000 00 


1.000 00 


1 ,000 00 


1.000 00 


1 .000 00 


1 .000 00 


560 


0.986 59 


0.988 67 


0.990 76 


0.992 85 


0.994 95 


0.997 05 


0.999 16 


565 


0.963 78 


0.967 08 


0.970 40 


0.973 73 


0.977 07 


0.980 42 


0,983 79 


570 


0.932 23 


0.935 91 


0.939 61 


0.943 32 


0.947 05 


0.950 79 


0.954 55 


575 


0.892 26 


0.895 65 


0.899 06 


0.902 48 


0.905 92 


0.909 36 


0.912 82 


580 


0.820 24 


0.828 31 


0.836 45 


0.844 67 


0.852 97 


0.861 35 


0.869 82 


585 


0.750 62 


0.762 38 


0.774 32 


0.786 46 


0.798 78 


0.81 1 30 


0.824 01 


590 


0.683 77 


0.698 35 


0.713 25 


0.728 45 


0.743 99 


0.759 85 


0.776 05 


595 


0.620 05 


0.636 66 


0.653 72 


0.671 23 


0.689 21 


0.707 67 


0.726 63 


600 


0.559 71 


0.577 66 


0.596 18 


0.615 29 


0.635 01 


0.655 37 


0.676 38 


605 


0.500 13 


0.51871 


0.537 97 


0.557 94 


0.578 66 


0.600 15 


0.622 44 


610 


0.439 90 


0.458 38 


0.477 64 


0.497 70 


0.51861 


0.540 39 


0.563 09 


615 


0.380 86 


0.398 64 


0.41725 


0.436 73 


0.457 12 


0.478 45 


0.500 79 


620 


0.324 59 


0.341 19 


0.358 64 


0.376 98 


0.396 26 


0.416 53 


0.437 84 


625 


0.272 29 


0.287 38 


0.303 30 


0.320 1 1 


0.337 84 


0.356 56 


0.376 32 


630 


0.224 85 


0.238 22 


0.252 38 


0.267 38 


0.283 28 


0.300 12 


0.31797 


635 


0. 1 82 77 


0.194 33 


0.206 63 


0.219 71 


0.233 61 


0.248 40 


0.264 12 


640 


0.146 23 


0.156 02 


0.166 45 


0.177 59 


0.189 47 


0.202 15 


0.215 67 


645 


0.1 15 17 


0.123 27 


0.131 93 


0.141 21 


0.151 13 


0.161 76 


0. 1 73 13 


650 


0.089 28 


0.095 85 


0.102 89 


0.11045 


0.1 18 56 


0,127 28 


0. 1 36 63 


655 


0.068 39 


0.073 62 


0.079 25 


0.085 31 


0.091 83 


0.098 85 


0.106 40 


660 


0.051 96 


0.056 08 


0.060 52 


0.065 3 1 


0.070 48 


0.076 06 


0.082 08 


665 


0.039 16 


0.042 36 


0.045 82 


0.049 56 


0.053 61 


0.057 98 


0.062 72 


670 


0.029 27 


0.031 73 


0.034 39 


0.037 28 


0.040 41 


0.043 80 


0.047 47 


675 


0.021 70 


0.023 56 


0.025 59 


0.027 79 


0.030 18 


0.032 78 


0.035 60 


680 


0.015 95 


0.017 36 


0.018 88 


0.020 54 


0.022 34 


0.024 30 


0.026 44 


685 


0.01 1 64 


0.012 68 


0.013 81 


0.015 04 


0.01639 


0.017 85 


0.019 45 


690 


0.008 42 


0.009 18 


0.01001 


0,010 92 


一 




0.012 99 


0,014 17 


695 


0.006 04 


0.006 59 


0.007 20 


0.007 86 


0.008 58 


0.009 37 


0.010 23 


700 


0,004 30 


0.004 70 


0.005 13 


0.005 61 


0.006 13 


0.006 70 


0.007 32 
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附属 書 1 (参考） 年代 別 相対 輝度 を 用いた 視覚 的 コント ラス 卜の 計算 例 



この 附属 書 （参考） は， 本体に 関連す る 事柄 を 補足す る もので， 規定の 一部で はない。 

1. 適用 範囲 この 附属 書 は， 年代 別 相対 輝度 を 用いた 視覚 的コ ン トラス 卜の 計算 例に ついて 記載す る。 
ただし， この 計算 例 は， 附属 書 2 (参考） に は 適用し ない。 

2. 定義 この 附属 書で 用いる 主な 用語の 定義 は， 本体 3. 及び JISZ8U3 (照明 用語） による ほか， 次に 

よる。 

a) 遷移 則 年代 別 相対 輝度ん おに 対して， A = B， fi = C ならば」 =C が 成り立つ。 

b) 比例 則 年代 別 相対 輝度 んぉ に対して， A = B なら ば kA = kC 力 2 成 り 立つ。 ここに， k は 定数。 
C) 加法 則 年代 別 相対 輝度 /!, ^ C, Z) に対して， A = B， C = Z) ならば /4 + C = S + Z) が 成 り 立つ。 
d) 視覚 的 コントラスト 視 感覚に 基づいて 表した， 二つの 光の 色 又は 明るさの 対比。 

3. 年代 別 相対 輝度の 一般 原則 年代 別 相対 輝度 は， 同一の 年代 別 分光 視感 効率で 計算され る 限り， 遷移 
貝 IJ， 比例 則 及び 加法 則が 成立す る。 また， 同一の 年代 別 分光 視感 効率で 計算され る 年代 別 相対 輝度の 比 は， 
例えば， 明暗の 視覚 的 コントラスト などの 定量 的 関係 を 表す ことができる。 ただし， 年代 別 相対 輝度 は， 
各 年代 に お け る 年代 別 分光 視感 効率 を 基に， 年代 ご と に 独立に 定義 し た 相対 輝度 値 を 表す ものである ため， 
同じ年 代の 相対 輝度 値 を 比較す る こと はでき る 力、 異なる 年代の 相対 輝度 値との 比較 はでき ない。 また， 
同様な 理由から， 遷移 則， 比例 則 及び 加法 測の いずれも 成立し ない。 

4. 視覚 的 コントラストの 計算 例 附属 書 1 図 1 に 示す 視覚 表示物の 背景 及び 文字に 対して， 20 歳 代 及 
び 60 歳 代の それぞれの 観察者に 対して， 年代 別 相対 輝度 を 計算し， それに 基づいて 視覚 的コン トラスト を， 
次に よって 計算す る。 

a) 20 歳 代の 視覚 的 コントラストの 計算 20 歳 代の 年代 別 分光 視感 効率 ド (ス) (2。> を 用いて， 附属 書 1 図 1 
に 示す 指標 及び 背景の 分光 放射 輝度に 対する， それぞれの 年代 別 相対 輝度 を 本体 4. の 式 （I) を 用いて 
求め， その 値から 視覚 的 コントラスト を 計算す ると， 次の 結果が 得られる。 

ん (，0> (め = I ド (ス) (つ 0> ^/i = 0.238 W-m— 2-sr— ' 

400 

ん (20) (め = I ん e んド (义) (20) J え = 0.158 W'm— 2'sr-' 

400 ' 

(-、 _ '-(20)iS)- ^(20)(t») — n SI 

し (20) ― ~ " ~~ 7TT ― U 'コ 1 
ん (2o)(b) 

こ こ に， ん (2o>(s) ： 指標の 20 歳 代の 年代 別 相対 輝度 （W'm- 2 'sr-') 
ん (2 。バ b): 背景の 20 歳 代の 年代 別 相対 輝度 （W'nr 2 'sr-') 
C<， ： 20 歳 代の 観測者の 視覚 的コン トラスト 

b) 60 歳 代の 視覚 的 コントラストの 計算 a) と 同様な 計算 を 60 歳 代の 年代 別 分光 視感 効率 関数 FU)(6。> を 
用いて 計算す ると， 次の 結果が 得られる。 



：？^作袍法にょ り無断での複製， ！ぉ 載， は されて おります レ 
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附属 書 1 図 1 年代 別 相対 輝度の 計算 例に 用いる 視覚 表示物の 例 及び その 分光 放射 輝度 



お 作 怖 法に より 無断での 複製， 'ぉ'1ぉ等は^¥にされてぉ ります。 



ん ((,0) (め = I ん e え (え) (60) J ス = 0.193 W-m — 2-sr 一' 

400 

ん (60) ゆ） = Z ん ド (ス )(60> ガス = 0.163 W-m— 2-sr— ' 

400 

C^= A(6。)(s) — A(6。)(b) =0.18 
( ) V))(b) 

こ こ に， ん (6。>(s) ： 指標の 60 歳 代の 年代 別 相対 輝度 （W.m- 2 .sr-') 
ん, （b): 背景の 60 歳 代の 年代 別 相対 輝度 （W'nr 2 'sr-') 
C(6o> ： 60 歳 代の 観測者の 視覚 的コン トラスト 
C) 評価 附属 書 1 図 1 に 示す ような 指標の 視覚 的 コントラスト は， a) 及び b) の 結果から 20 歳 代の 若年 
者に とって 0.51， 60 歳 代の 高齢者に とって 0.18 となり， 高齢者 は 20 歳 代の 観測者に 比べて 大きく 視 
覚的 コント ラス 卜が 低下して いると 評価す る。 

備考 20 歳 代に 対する 指標の 年代 別 相対 輝度 [^(2。)(s) = 0.238 W'm- 2 'sr-')] と 60 歳 代に 対する 同様の 
量 [(A(6。>(s) = 0.163W-m- 2 'sr-')] と を 直接比較 する こと はでき ない。 また， 背景の 年代 別 相対 輝 
度に 対しても 同様に， 比較 はでき ない。 



100 



a) 視覚 表示物の 例 



00 450 500 550 600 650 700 

波長 (nm) 
b) 指標 及び 背景の 分光 放射 輝度 



15 S お 

(て is , ,..m . Ms) M^l^^^^ 



04 



7 

S 0031 ： 2004 



附属 書 2 (参考） 年代 別 相対 等価 輝度の 求め 方 及び 光の 評価 方法 



序文 国際 照明 委員会 （CIE) では， 輝度と 明るさの 違いに 基づいて 明るさ を 評価す るた めの 等価 輝度が 
定義され， 現在， 測 光 システムへの 導入 を 検討して いる。 この 附属 書 （参考） では， こうした 動向 を 踏ま 
えて， 年齢に よる 等価 輝度の 変化 を 考慮した 年代 別 相対 等価 輝度の 求め 方 及び 光の 評価 方法 を 示す。 
なお， この 附属 書 （参考） は， 本体に 関連す る 事柄 を 補足す る もので， 規定の 一部で はない。 

1. 適用 範囲 この 附属 書 は， 様々 な 年齢の 対象 者が 光源 及び 物体 を 見る と きの 明るさに 基づく 光の 視覚 
的 効率と それに 基づく 視認性 を， 対象 者の 年齢 を 考慮した 年代 別 相対 等価 輝度 を 用いて 評価す る 方法に つ 
いて 規定す る。 年代 別 相対 等価 輝度 は， 光源 及び 物体の 明るさ に基づいて 光の 視覚 的 効率 を 評価す る 場合 
に 適用す る。 また， 年代 別 相対 等価 輝度 は， 現在 は 単色光 だけに 適用す る。 

2. 定義 この 附属 書で 用いる 主な 用語の 定義 は， 本体 3. 及び J1S Z 8113 (照明 用語） による ほか， 次に 

よる。 

a) 等価 輝度 540 THz の 周波数 を も つ 単色光 を 参照 光 として， 対象 と する 光源 及び 物体 と 同 じ 明 る さに 

見える 参照 光の 輝度。 

b) 明るさ 分光 視感 効率 定常 光 を 直接 見て 明るさ を 評価す る 視感測 光で 得られ， 光源 及び 物体の 明るさ 
を 表すと 考えられ ている 分光 視感 効率。 

C) 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 明るさ 分光 視感 効率の 年齢 変化 を 考慮して， 年代 別に 定めた 明るさ 分光 

視感 効率。 

d) 年代 別 相対 等価 輝度 年代 別 明るさ 分光 視感 効率に 基づいて 年代 別に 算出した 量で， 等価 輝度に 相当 

する 量。 

e) 加法 則 年代 別 相対 等価 輝度ん/?， C，Z) に対して，」 =5， C=Z) ならば _^ + C=e + Z) が 成り立つ こと。 

3. 年代 別 相対 等価 輝度の 一般 原則 年代 別 相対 等価 輝度 は， 加法 則が 成立し ない。 すなわち， 年代 別 相 
対等 価 輝度 /1， 5, C, Z) に対して， = 5, C = Z) な ら ば + C = 5 + Z) が 必ず しも 成立し な レ \ 

4. 年代 別 相対 等価 輝度の 求め 方 年代 別 相対 等価 輝度 は， 次の 式 (1) によって， 単色 放射 だけにつ いて 計 
算 する。 

な q，(a) = な, A (ス) (a) ^ (I) 
こ こ に， ん eq,(a) - 年代 別 相対 等価 輝度 （W-m-Lsr-') 

Le 乂 ： 分光 放射 輝度 （W-m- 2 -sr'-nnr') 
V,{X\, ： 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 
AI ： 波長 幅 （5nm) 

備考 ん eq,(a) は 10 歳 代 ごとに 添字 (a) によって， 例えば， 20 歳 代で あれば， ん eq,(2。） と 表す。 ん" は J IS Z 8724 
(色の 測定 方法 一光 源 色） に 示す 方法に よって 400〜700 nm の 範囲で 計測した 値 を 用いる。 zU 
は 波長 幅 を 表し， 5nni が 望ましい。 (人) (a) は， 10 歳 代 ごとに 添字 (a) によって， 例えば， 20 歳 
代で あれば， ^^bG)(2。） と表し， 対象 者の 年齢に 対応して 附属 書 2 付表 1 に 示す 各 年代の 年代 別 



:；<^作拖法にょ り無断での&魁， ^叔等は^1||:されてぉ り ます。 
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明 る さ 分光 視感 効率から 適切な 値 を 読み取る。 
参考 式 (1) の 右辺に 最大 視感 効果 度 を 乗じる と， 等価 輝度 を 定義す る 式と 同様な 式と なり， 等価 輝度 
に 対応す る 値が 得られる。 ただし， この場合の 最大 視感 効果 度 は， 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 
に対して， その 540 THz の 周波数 （空気 中で 約 555 nm の 波長） における 値が 683 Im/W となる 
よ う に 尺度 化する こ と によって 決められる もので， 明 所視の 標準 分光 視感 効率に 対して 同様な 
手法で 決められた 683 Im/W と は 異なる。 



5. 年代 別 相対 等価 輝度に よる 光の 評価 方法 年代 別 相対 等価 輝度に よる 光の 評価 は， 同一 年代の 年代 別 

明るさ 分光 視感 効率で 計算した 値 相互の 光の 相対的な 関係 （大小 関係） で 行い， 二つの 光の 明るさ を， 次 
によって 評価す る。 

ん eq,(a)(A) > ん eq,(a)(B) であれば， 光 A は 光 B より 明るい。 

ん eq,<a)(A) = L,^,,,(B) であれば， 光 A と 光 B と は 等しい 明るさ。 

ん eq お (A) く ん eq,(a>(B) であれば， 光 A は 光 B より 暗い。 

ここに， な,, (a>(A) ： 光 A に 対す る a 歳 代の 年代 別 相対 等価 輝度 （W.m- 2 -sr-') 

ん eq,(a>(B) ： 光 B に対す る 歳 代の 年代 別 相対 等価 輝度 （W'tTl- 2 ザ'） 

備考 年代 別 相対 等価 輝度に よる 光の 評価 は， 異なる 年代の 年代 別 明るさ 分光 視感 効率で 計算した 年 
代 別 相対 等価 輝度 値 間の 相互の 関係 を 比較 したり， 年代 別 相対 等価 輝度 を 標準 分光 視感 効率に 
よ る 輝度 値 と 比較す る こと はでき ない。 



6. 記録 年代 別 相対 等価 輝度の 算出 及び 評価に 当たって は， 必要に応じて 次の 項目 を 記録して おく こと 

が 望ましい。 

a) 対象 者の 年齢 

例 65 歳 

b) 観測 環境の 照度 

例 200 Ix 
C) 分光 放射 輝度 

例 光 A A = 470 nm 0.105 W m - sr'-nm ' 
例 光 B 1 = 635 nm 0.010 5 W-nr'-sr— ''nm-' 

d) 分光 放射 輝度 計の 種類 及び 波長 幅 zU (分光 放射 輝度 を 計測した 場合） 
例 〇〇 分光 放射 輝度 計， /U = 5nm 

e) 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 （附属 書 2 付表 1 から 求めて 記載す る。） 
例 60 歳 代 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 

A = 470 11 m 0.060 68 
1= 635 nm 0.243 48 

f) 年代 別 等価 輝度の 計算 結果 及び 評価 

例 ん eq,(a)(A) = 0.03 1 9 W tT|---sr-' > ん e(i,(a)(B) = 0.012 8 W.m-2'sr-' 

したがって， 60 歳 代の 対象 者に 対して， 光 A は 光 B より 明るい。 



：；^作権法にょ り無断での複製， fei's は Sii: されて おります。 
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附属 書 2 付表 1 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 



波長 ス 

(nm^ 


年代 別 分光 視感 効率 


ダ (ス) (10) 


ド (ス) 


だ (ォ) 《'> 


ド (ス) "|)> 




ド (ス) ","> 


レ' (ス) '7", 


/inn 


0.020 86 


0.013 48 


0.008 71 


0.005 63 


0.003 64 


0.002 35 


0.001 52 


"4-0 J 


0.033 70 


0.022 13 


0.014 53 


0.009 54 


0.006 27 


0.004 1 1 


0.002 70 


4 1 u 


0.044 71 


0.029 82 


0.019 89 


0.013 27 


0.008 85 


0.005 90 


0.003 94 




0.051 52 


0.034 90 


0.023 65 


0.016 02 


0.010 86 


0.007 35 


0.004 98 


/ion 


0.059 87 


0.041 20 


0.028 35 


0.019 51 


0.013 42 


0.009 24 


0.006 36 


/1ゥ く 


0.070 18 


0.049 04 


0.034 27 


0.023 95 


016 73 


0.01 1 69 


0.008 17 




0.081 48 


0,057 81 


0.041 02 


0.029 10 


0.020 65 


0.014 65 


0.010 40 


/1 T C 


0.092 00 


0.066 27 


0.047 74 


0.034 39 


0.024 77 


0.017 84 


0.012 85 


y1 /1 A 

44U 


0.101 03 


0,073 88 


0.054 02 


0.039 51 


0.028 89 


0.02 1 13 


0.015 45 


A AC 

44j 


0.10791 


0.080 09 


0.059 45 


0.044 12 


0.032 75 


0.024 3 1 


0.018 04 


/1 く n 


0.1 15 06 


0.086 68 


0.065 29 


0.049 18 


0.037 05 


0.027 91 


0.021 02 


ACC 

4j J 


0.125 74 


0.096 12 


0.073 47 


0.056 17 


0.042 94 


0.032 82 


0.025 09 


/1 /： A 


0.140 81 


0. 1 09 22 


0.084 72 


0.065 71 


0.050 97 


0.039 53 


' 0.030 66 


40j 


0.161 61 


0.127 17 


0.100 08 


0.078 75 


0.061 97 


0.048 77 


0.038 38 


4 / U 


0.187 20 


0.149 44 


0.1 1929 


0,095 22 


0.076 01 


0.060 68 


0.048 44 


/i 7C 
4 / J 


0.215 52 


0.174 50 


0.(41 29 


0.1 14 40 


0.092 63 


0.075 00 


0.060 73 


/I OA 


0,246 62 


0.202 52 


0.166 30 


0.136 56 


0.1 12 14 


0.092 08 


0.075 62 


/IOC 


0.280 50 


0.233 57 


0.194 50 


0.161 96 


0.134 87 


0.1 12 30 


0.093 52 




0.323 60 


0.273 22 


0.230 68 


0.194 77 


0.164 45 


0.138 85 


0.1 17 23 


/in*; 


0.386 43 


0.330 78 


0.283 15 


0.242 37 


0.207 46 


0. 1 77 59 


0.152 01 


cAn 

jUU 


0.477 69 


0.414 50 


0.359 67 


0.312 09 


0.270 80 


0.234 98 


0.203 90 


jUj 


0.61 1 25 


0.537 59 


0.472 81 


0.415 84 


0.365 73 


0.321 66 


0.282 90 


J 1 り 


0.773 59 


0.689 54 


0.61461 


0.547 83 


0.488 30 


0.435 24 


0.387 95 


C 1 c 

J 1 J 


0.925 26 


0.835 72 


0.754 85 



OS 


0.615 83 


0.556 24 


0.502 41 




1 .045 84 


0.957 13 


0.875 94 


0.801 64 


0.733 64 


0.671 41 


0.614 46 


くゥく 


1.117 18 


1.035 81 


0.960 37 


0.890 42 


0.825 57 


0.765 44 


0.709 69 


CTA 

J jU 


1.149 26 


1.079 39 


1.013 77 


0.952 13 


0.894 25 


0.839 88 


0.788 82 


JJ J 


1.160 23 


1.103 71 


1 .049 94 


0.998 79 


0.950 14 


0.903 85 


0.859 82 


Z>4U 


1.14947 


1. 10741 


1.066 89 


1.027 84 


0.990 23 


0.954 00 


0.919 09 




1.1 17 59 


1.090 28 


1 .063 64 


1.037 66 


1.012 31 


0.987 57 


0,963 45 


C CA 

J jU 


1.066 33 


1.053 29 


1 .040 40 


1 .027 67 


1.015 10 


1.002 69 


0.990 42 


c c c 

J J J 


1 .000 00 


1.000 00 


1 .000 00 


1.000 00 


1 .000 00 


1 .000 00 


1 .000 00 


C Z A 


0.923 15 


0.934 48 


0.945 94 


0.957 54 


0.969 28 


0.981 17 


0.993 20 


c/: c 


0.838 90 


0.859 51 


0.880 62 


0.902 24 


0.924 40 


0.947 10 


0.970 36 


J /u 


0.750 75 


0.778 38 


0.807 02 


0.836 71 


0.867 50 


0.899 41 


0.932 51 




0.786 82 


0.797 29 


0.807 90 


0.818 65 


0.829 55 


0.840 59 


0.851 77 


C OA 

joU 


0,799 05 


0.795 18 


0.791 33 


0.787 50 


0.783 69 


0.779 89 


0.776 12 




0.808 09 


0.790 72 


0.773 72 


0.757 10 


0.740 82 


0.724 90 


0.709 32 


con 


0.813 83 


0.783 95 


0.755 17 


0.727 45 


0.700 74 


0.675 02 


0.650 24 


つ 


0.816 19 


0.774 93 


0.735 75 


0.698 56 


0.663 24 


0.629 71 


0.597 87 


ん nn 


0.8(5 16 


0.763 74 


0.715 56 


0.670 43 


0.628 14 


0.588 51 


0.551 39 


/;ns 
dUj 


0.803 16 


0.743 46 


0.688 20 


0.637 05 


0,589 70 


0.545 87 


0.505 30 


1 u 


0.773 38 


0.708 15 


0.648 42 


0.593 73 


0.543 66 


0.497 80 


0.455 82 


レ \ c 
1 J 


0.727 81 


0.660 01 


0.598 52 


0.542 76 


0.492 19 


0.446 34 


0.404 75 


んゥ n 


0.669 39 


0.601 90 


0.541 22 


0.486 65 


0.437 58 


0.393 47 


0.353 79 


んヌ 


0,601 69 


0.537 10 


0.479 45 


0.427 98 


0.382 04 


0.341 03 


0.304 42 




0.528 57 


0.468 97 


0.416 09 


0.369 17 


0.327 54 


0.290 61 


0.257 84 




0,453 80 


0.400 67 


0.353 76 


0.312 34 


0.275 77 


0.243 48 


0.214 97 


A /in 


0.380 77 


0.334 95 


0.294 65 


0.259 19 


0.228 00 


0.200 57 


0.176 43 


/：/! c 


0.312 25 


0.273 99 


0.240 42 


0.210 97 


0.185 12 


0,162 44 


0.142 54 


jU 


0.250 24 


0.219 30 


0.192 19 


0.168 42 


0.147 60 


0.129 35 


0.1 13 35 


655 


0.196 47 


0.172 16 


0.150 86 


0.132 20 


0.1 15 84 


0.101 51 


0.088 95 


660 


0.151 48 


0.132 88 


0.11657 


0.102 26 


0.089 71 


0.078 70 


0.069 04 


665 


0.1 14 69 


0.100 84 


0.088 67 


0.077 96 


0.068 55 


0.060 28 


0.053 00 


670 


0.085 27 


0.075 24 


0.066 39 


0.058 58 


0.051 69 


0.045 61 


0.040 24 


675 


0.062 26 


0.055 19 


0.048 93 


0.043 38 


0.038 46 


0.034 09 


0.030 22 


680 


0.044 64 


0.039 81 


0.035 50 


0.031 66 


0.028 23 


0.025 18 


0.022 45 


685 


0.03 1 43 


0.028 23 


0.025 35 


0.022 77 


0.020 45 


0.018 37 


0.016 50 


690 


0.021 73 


0.019 68 


0.017 82 


0.016 14 


0.014 62 


0.013 24 


0.0 11 99 


695 


0.014 75 


0.013 49 


0.012 33 


0.0 1 1 27 


0.010 31 


0.009 42 


0.008 62 


700 


0.009 84 


0.009 09 


0.008 40 


0.007 76 


0.007 1 7 


0.006 63 


0.006 13 
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JIS S 0031 :2oo4 

高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 

視覚 表示物 一 

年代 別 相対 輝度の 求め 方 及び 光の 評価 方法 

解 説 

この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記 載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1. 制定の 趣旨 高齢 社会 及び 情報技術 （IT) 時代の 急速な 進展に 伴い， 視覚 表示物に よる 情報の 伝達の 

重要性が， 特に 社会生活への 積極的な 参画 を 目指す 高齢者に とって 増大して きた。 視覚 機能から 見る と， 
眼球 光学 系の 加齢 変化に よって 人間の 色 や 明るさの 感覚 は 年齢と ともに 変化し， 視覚 表示物の 見え 方 は 悪 
くなる。 一般的に， 短波 長 成分 を 多く 含む 青の 光 は 眼球 内の レンズに おいて 透過 率が 悪くな り， したがつ 
て 光の 効率 は 低下す る。 このため， 黒地に 青の 文字な どの 見え 方 は 極端 (こ 悪くなる。 こうした 視覚 特性の 
加齢 変化 を 考慮して， 交通 標識， 避難 標識， 駅 公園な どの 公共 空間に おける 案内 板な ど は， 高齢者 を 含む 
すべての 人に とって 見やす く 設計し なくて はならない。 
現在， 交通 標識な どの 明るさの 計測 は， 輝度 や 照度計 測と いう 測 光 技術の 体系の 中で 様 準 的 手法が 確立 
している。 しかしながら， そこで 用いられる 人間の 感度 特性 は， 主として 若年 者の データに 基づいて おり， 
高齢者 の 見え 方 は 考慮され ていない。 

一方， ISO/COPOLCO (国際 標準化 機構/消費者 政策 委員会） への 日本の 提案に よって 審議が 開始され た 
ISO/IEC ガイ 卜 71 (Guidelines Tor standards developers to address the needs of older persons and persons with 
disabilities ； 規格 作成に おける 高齢者， 障害者の ニーズへの 配慮 ガイ ドライ ン） が 平成 13 年に 制定され， 
高齢者 • 障害者 に 配慮 し た 規格 作 り の 推進が 求 めら れ ている。 光 • 色の 計測 技術に おいても 高齢者の 感度 
特性に 基づいた 対応が 求められ ている。 こうした 背景 を 踏まえつつ， 通商産業省 工業技術 院 標準 部 （現 経 
済 産業 省 産業 技術 環境 局 基準 認証 ュニッ ト） の 標準 基盤 研究 制度に おいて 年代 別の 視覚 系 感度 特性 データ 
が 収集され， それに 基づいて この 規格が 作成され た。 

なお， 規格 名称に ある "高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 - 視覚 表示物 一" は 規格 分類 上の 分野 を 示す もの， 
すなわち， この 規格が， "高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針" という 大分 類， 及び" 視覚 表示物" という 中分 類 
の 下に， 位置付けられる こと を 示す ものである。 この" 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針" という 範 ちゅう （疇） 
に は ， 障害者 だ け を 対象に する も の や 高齢者 だ け を 対象と する もの な ど， 様々 な も のが 今後 考 えられる。 
この 規格 もこの 大分 類範ち ゆ う の 一つで あり， 特に 視覚 的 病歴の ない 健 常な 高齢者 を 対象と した 規格で あ 
る。 今後， この 分野の 一連の 規格 作り を 進める ことによって， 高齢者 や 障害者の すべてに 対する 要求 を満 
たす こと を 期待して いる。 
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2. 制定の 経緯 この 規格 は， 通商産業省 工業技術 院 標準 部 （現 経済 産業 省 産業 技術 環境 局 基準 認証 ュニ 
ット） による 標準 基盤 研究 制度の 一環と して， 工業技術 院 生命工学 工業技術 研究所 （現 独立 行政法 人 産業 
技術 総合 研究所） 及び 製品 評価 技術 センター （現 独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構） が 実施した 共同 研 
究 "高齢者の 身体 機能 変化の 計測 手法に 関する 標準 基盤 研究 （色覚 変化 計測 法 と デー 夕 収集) " （平成 7 年 
度〜 平成 11 年度） の 主要な 成果 をと り まとめた ものである。 

当該 研究で は， 年齢と ともに 変化す る 人間の 色覚のう ち， 分光 視感 効率 及び 基本 色の 類似 色 領域の 二つ 
の 特性に ついて 年代 別の 変化 を 捕らえ， 特に 高齢者に 対して 標識な どの 視覚 標示 物の 見やす さの 評価 及び 
設計に 利用す る こと を 試みた。 このうち， 年代 別 分光 視感 効率に 関する 成果 及び その データ は， 標準 情報 
TRZ0017 (年代 別 分光 視感 効率 関数に よる 輝度 算出 方法） と して 平成 12 年 12 月 20 日付けで 通商産業 大 
臣 によって 公表され ている。 この 規格 は， 当該 TR を 基に して 作成され た。 

この 規格で 規定す る 年代 別 相対 輝度 は， 既に 国際 照明 委員会 （CIE) が, 光源 や 物体の 明るさ を 表すた 
め， 主要な 国から 集めた 100 余 名の 観測者の 分光 視感 効率 データに 基づいて 国際的に 制定した 測 光量と 類 
似な ものである。 輝度， 照度な どの 測 光量 やその 計測 システム （測 光 システム） はすべ て CIE の 規格に 準 
拠して おり， 我が国で も JISZ8701 (色の 表示 方法 ーズ rZ 表 色 系 及び ズ |。r|。Z|Q 表 色 系）， JIS Z 8724 (色の 
測定 方法 一光 源 色） な どの J1S に も 取 り 入れられ ている。 と ころ 力;， CIE の 輝度の 規定で は 分光 視感 効率 
の 年齢 変化 は 考慮され ていない。 そのため， C1E の 輝度と 高齢者が 見る 物体 や 光源の 明るさと は， 特に 青 
色の 領域で は 一致せ ず， その 改善が 要望され ていた。 この 規格 は， 高齢化社会に 対応した 測 光 技術 を 提供 
する ものである。 

一方， CIE の 測 光 システムの もつ 問題点と して， 輝度と 明るさとの 不一致が ここ 数十 年 指摘され， CIE 
で も 幾つかの 技術 委員会 を 設けて 検討が 続け られ てきた。 その 中で， 光源 や 物体の 明 る さ を 表現す る た め， 
等価 輝度ん eq (equivalent luminance) が 導入され た。 この 規格で は， こうした 国際的な 動向 を 踏まえ， 前述 
し た 標準 基盤 研究に おいて， 明るさに 基づく 分光 視感 効率の デー タも 収集し， 更に 年代 別の 相対 等価 輝度 
を 導入して， それら を 附属 書 2 (参考） として 示す ことと した。 

この 規格 は， 平成 14 年 7 月， JIS 原案 作成 委員会 （委員長 成定康 平） が 独立 行政法 人 産業 技術 総合 研 
究所 内に 設置 さ れ， 平成 15 年 2 月まで JIS 原案 作成の 審議が 行われ， パブ リ ック コメント を 求めた う えで， 
この J1S 原案が 作成され た。 次いで， この JIS 原案 は， 日本 工業 標準 調査 会 標準 部会 消費生活 技術 専門 委 
員 会 （委員会 長 小川 昭ニ郎 ） の 審議 を 経て， 平成 16 年 I 月に 日本工業規格 （JIS) として 制定され た。 

3. 審議 中 問題と なった 事項 

3.1 年代 別 相対 輝度の 定義 及び その 単位 系に ついて この 規格の 審議 中に 議論と なった 点の 一つ は， 年 

代 別 相対 輝度の 定義と その 単位 系の 問題であった。 当初の 原案で は， 年代 別 相対 輝度ん,, は， 相対で はなく 

絶対的な 値， すなわち， 年代 別 輝度ん (a, として 提案され た。 年代 別 輝度 は， 年代 ごとに 異なる 分光 視感 効率 

K (ス) (a, を 用いて， 次の 式 (1) のよう に 分光 放射 輝度ん e,;^ に 重み 付けて 加算した 式に よって 定義され た。 

700 

乙 (a)= も nS/^e'X^ (ス) (a)d ス (') 
400 

ここに， ん, a, ： 年代 別 輝度 （cd/m 2 ) 

Lei ： 分光 放射 輝度 （W-m- 2 'sr-'-nnr') 
n^)(a) ： 年代 別 分光 視感 効率 

Km ： 最大 視感 効果 度 （683 Im/W) 
M ： 波長 幅 （5 nm) 

解 2 
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ス) は， 10 歳 代から 70 歳 代まで 七つの 年代に 対して 定義され ている ので （本体 付表 1 参照）， 一つの 
分光 放射 輝度ん e,;^ に対して 10 歳 代から 70 歳 代まで， すなわち， 10 歳 代 年代 別 輝度， 20 歳 代 年代 別 輝度 
など， 七つの 年代 別 輝度が 定義され る。 

一方， 上記 式 (1) の の 代わりに 国際 照明 委員会 CIE が 定義した 標準 分光 視感 効率 ほえ) を 用いる と， 
現在 国際的に 定義され ている CIE の 輝度 （明 所視 輝度） となり， 光 計測 • 照明 工学 一般に 使用され ている 
ものと なる。 国際 照明 委員会で は 更に 暗所視 用に 標準 分光 視感 効率 に (ス) 及び 暗所視 輝度 //も 定義され て 
いる 力、 この 非常に 暗い レベルで は 光 計測の 必要性が あま りないた め， 実用的に は ほとんど 使用され てい 
ない のが 現状で ある。 

このように， 様々 な 分光 視感 効率に 対して 解説 式 (1) が 適用され， 540 THZ の 周波数 （標準 空気 中で 波長 
約 555 mTi) で 683 1m/W となる ように /C„ を 設定し， 単位 系 は cd/m 2 を 用いる。 これ は， 1979 年の 国際 度量 
衡 総会に おいて 議決され たもので あり， 将来の 薄 明視な どの 測 光 システム を 含む， すべての 測 光 システム 
に 適用され る ことにな つてい る。 この 規格の 審議に おいても， 当初 幾つかの 年代 別 輝度に 対して 上記 式 (1) 
を 適用し， 年代 ごとに 年代 別 輝度 を 定義し 提案され た。 

ここで 現実的な 問題と して， 同種の 輝度が 数多く 存在す る ことにな り， 実用 上 大きな 混乱 を 来す 懸念が 
ある こ とが 指摘され た。 単位の cd/m 2 だけで は， どの 年代の 輝度 か 又は 現在 用いられ ている CIE の 輝度 か 
を 判別で きない。 原案 作成 委員会で はこの 点が 争点に なった。 輝度 は， 物理 測 光の 分野で は 標準 分光 視感 
効率 ド (え) によって だけ 定義され る 測 光量 を 意味す る。 この 量に cd/m 2 の 単位 を 用い， それ 以外 は 輝度と い 
う 名称 や 単位と しての cd/m 2 も 用いない。 特に 照明 産業界で は 輝度の 単位 cd/m 2 は 長年に わたって 測 光量と 
して 用いられ てきた 経緯が ある。 新しく 年代 別 輝度 を 導入す る 利点よりも， 光源 メーカー， 照明 メーカー 
な どの 産業界の 混乱が 大き く 予想され た。 

審議の 結果， 新たに 年代 別 輝度 を 導入して その 単位に cd/m 2 が 用いられる こと は， その 利点よりも 混乱 
による 負の 効果が 大きい と 判断され た。 もちろん， 年代 別 輝度ん (a) として， 当該 年代の 年代 別 輝度で ある こ 
と を 常に 明記して 用いれば 問題 はない 力 \ 現実的に は 単位 cd/m 2 が 単独で 用いられる こと も 多く， 混乱 は 
避けられない。 

結論と して， 解説 式 (I) による 年代 別 輝度 を， 本体 式 (1) のとお り 定義した。 すなわち， 最大 視感 効果 度 
を 取り除き， 単に 分光 放射 輝度の 重み 付き 積分と した。 これ を， 年代 別 相対 輝度と 呼ぶ。 単位 は W-nr 2 
•sr' となる。 この 定義で あれば， 現在の 輝度 及び その 単位 cd/m 2 と は 明確に 異なる。 ただし， 測 光の 絶対 
量で はない ので， 輝度と して 位置付ける こと はでき ない。 その 点 を 明確に する ため， 将来/ ，を 導入して 
輝度と 同様な 値と して 定義で きる 可能性の ある こと を， 本体 4. (年代 別 相対 輝度の 求め 方） に 参考と して 

pLi 丄 liki しフ し。 

なお， 前述した よう に 測 光量 は 現在の 定義で は 標準 分光 視感 効率 ド (え) による 補正され た 量 だけ を 意味す 
る 力、 今後， f'. 【/明視 も 含めて 新しい 分光 視感 効率が 定義され た 場合に は， 改めて 測 光量の 定義 を 検討す る 
必要が あると 考えられる。 

3.2 適用 を 視覚 旳 コントラストに 限定す る ことにつ いて 年代 別 相対 輝度の 定義 及び 単位 系の 議論と 関 

連して， この 規格 を 年代 別 相対 輝度の 活用の 一つで ある コントラストの 推定 [附属 書 1 (参考） 参照] だ 
けに 限定す る ことが 議論され た。 利点 は， コント ラス 卜 は 二つの 輝度の 比で あるた め， 輝度 そのものの 厳 
密な定:^^： (例えば， 単位 系な ど） にあ まり 配慮す る 必要 はない ことで ある。 すなわち， 単位 系の 問題が 解 
決で きる。 また， 適用 範囲 も 絞られる ので 明確になる。 

しかしな 力； ら， 測 光量と しての 位置付け， 光源の 評価な ど を 考慮す ると， 年代 別 相対 輝度と しての 単独 
の 適用が 必要と なる。 もちろん， この場合 も 年代 別 相対 輝度 間の 相対 比較で 意味 を もっとい うこ とが 原則 
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である。 附属 書 1 (参考） に 示す ような 狭義の コントラストの 定義で は， こうした 適用 は 無理で ある。 ま 
た， コントラストの 評価 だけで は， 将来の 測 光 システム としての 発展性 も 妨げる ことになる。 

審議の 結果， コントラスト は 年代 別 相対 輝度の 活用の 一例であって， 測 光量と しての 幅広い 活用 や 将来 
の 発展 を 促す ために は， コントラスト だけに 絞り 込む こと はない との 結論に 達した。 この 考え は， 前項の 
解説 3.1 における 単位 系の 問題 を 解決した ことによ つても， 積極的に 支持され た。 

3.3 年代 別 相対 輝度の 使用 上の 注意に ついて 人間の 視覚 系の 分光 視感 効率の 測定と その 定義から， 本 
体 式 (I) によって異なる 分光 視感 効率で 定義され た 値に 関する 相互の 比較 はでき ない。 例えば， 20 歳 代の 年 
代 別 相対 輝度と 60 歳 代の 年代 別 相対 輝度と は， 相互に 比較しても 意味 を もたない。 また， これら を 現在の 
CIE の 輝度と 比較す る こと も 意味がない。 この 点 は 測 光の 原則に かかわる もので， 実用の 段階で は 必ずし 
も 十分 理解され ている もので はない。 審議の 過程で， この 問題点が 指摘され た。 

審議の 結果， 現実に は これらの 異なる 輝度 同士の 比較 を 安易に 行いが ちで あり， 規格 本体に おいて これ 
を 避けるべく， 必要な 記述 を できるだけ 効果的に 盛り込む ことが 求められた。 また， 現在の 輝度 cd/m 2 と 
も 相互に 比較し ないよう に 明示す る こ とが 求められた。 これに 関して は， 前述した よう に 解説 3.1' におい 
て， 年代 別 相対 輝度の 定義 を 示す と ともに， 単位と して cd/m 2 を 用いない ことによって 避けられる。 

4. 適用 範囲 この 規格 は， 現在， 照明 工学， 計測 工学， 建築学， 心理学な どで 用いられ ている 測 光量の 
うち， 輝度と 同様な 目的で 使用し， 同様な 適用 範囲で 用いる。 ただし， 年代 別 相対 輝度 は， 最大 視感 効果 
度/ ^ を 除き， 本体 式 (1) のように 定義した。 この 点で， 年代 別 相対 輝度と CIE の 輝度 は 同等で はない。 さ 
らに， 解説 3.3 でも 述べた ように， 異なる 年代 別 分光 視感 効率で 定義され た 値 同士の 比較 はでき ない。 例 
えば， 20 歳 代の 年代 別 相対 輝度と 60 歳 代の 年代 別 相対 輝度と は， 相互に 比較して はなら ないし， また， 
これら を 現在 用いられ ている CIE の 輝度と 比較す る こと もで きない。 これ は， 輝度 及び 年代 別 相対 輝度 を 
定義す る 際の 基礎 と な る 分光 視感 効率の 計測 原理 か ら の 要求で あ る 。 分光 視感 効率の 計測が， 常に 参照 光 
と テスト 光 （単色光） の 比較に 基づく 相対的な ものである ため， 波長の 異なる 単色光 間の 相対 比較 以上の 
意味 はもたない。 したがって， 分光 視感 効率に 基づいて 定義され た 値 も， 同様に 異なる 単色光 間， 又は そ 
の 集合体で ある 一般の 色 光間の 相対的な 比較 だけに 留めなければ ならない。 すなわち， 同じ 分光 視感 効率 
関 奴で 計算され た 輝度 や 相対 輝度 同士の 比較に だけ 意味 を もつ。 例えば， 60 歳 代の 分光 視感 効率で 算出し 
た 年代 別 相対 輝度 は 同様に 求めた 60 歳 代の 年代 別 輝度と 比較し， その 大小に よって 60 歳 代の 観測者に と 
つて これらの 光の 視覚 的 効率が 良い か 悪い か を 判断す る。 本体 1. (適用 範囲） の 備考 1. はこの こと を 述べ 
た。 

高齢者の 見る 光源 や 物体な どの 見え 方の 評価で は， 年代 別 相対 輝度 を 用いて 評価すべき である。 ま た， 
若年 者， 高齢者な ど 年代 間の 見え 方の 差 は， 例えば， コントラストの 差な どに 置き 替えて 検討す る [附属 
書 1 (参考） 参照]。 

具体的 活用の 分 として は， 新たに 開発した 光源の 視覚 的 効率の 評価， 家電 製品の パイロットランプな 
どの 見え 方の 評価， 駅の 案内 板， 看板， ポスター， 交通 標識な どの 視覚 標示 物の 評価， 更に は， 色彩 を 多 
用す る 地図な どに おける それぞれの 色彩の 視認性 を 評価す る 場合が 考えられる。 

なお， 適用 輝度 レベルに 関して は， この 規格で は 明所視 としてい る 力 5 ， 明 所視の 定義 は JIS Z8I13 (照 
明 用語） による ことと し， 輝度 約 lOcd/ni 2 以上の 光の レベルと する ことが 望ましい。 

5. 規定 項目の 内容 

解 4 
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5.1 光の 視覚 的 効率 を 導入した 根拠 この 規格で は， 本体 3.b) で "光の 視覚 的 効率" を 定義して いる。 
輝度 は， 従来 光源 や 物体の 明るさ を 評価す る ものと 考えられ ていた 力、 1970 年代から 明るさ を 正しく 反映 
していない ことが 明らかになった。 現在で は， 輝度 は 視覚 的 応答のう ち， 例えば， 視力， フリッカー など 
時間 的 又は 空間 的に 高い 分解能 を 要求 される よう な 場合に お け る 光の 視覚 的 効率 と 考えられ ている。 この 
規格で は， こうした 研究の 現状 を 踏まえ， 輝度 を 単に 明るさ を 評価す る ものと いう 表現 は 避け， 一般的に 
光の 視覚 的 効率 を 表す ものと して 表現した。 

5.2 年代 別 相対 輝度 を 求める 式 (1) の 根拠 CIE が 定義す る 輝度ん は， 原理 的に 次の 式 (2) に 示す ように 分 
光 放射 輝度ん e，x (W-m-^-sr-'-nm-') に 標準 分光 視感 効率 ^^)の重みを付けて計算する。 

ん= も" l^cX^Wd^ (2) 

ここに， じ, 輝度 （cd/m 2 ) 

し。、 ： 分光 放射 輝度 （W-m— 2 -sr— ''nm-') 
V{1) ： 標準 分光 視感 効率 
Km •• 最大 視感 効果 度 （683 Im/W) 

ただし， 解説 3.1 で 述べた ように， 本体 式 (1) では 最大 視感 効果 度/ Cm は 除いた。 

上記 式 (2) では， レ, X 及び PX 又) は 連続 量で ある 力、 実際の 計算 や 計測に おいて は， 一定の 波長 間隔の 値 を 
用いる。 CIE では 輝度と 関連す る 酒色の 計算 式に おいて， 原理 式 を 示しながら も， Inm 又は 5nm の 波長 
間隔で 分割した 積 和式 を 実用的に 採用して いる。 この 規格で は， このような 現状 を 踏まえ， 実用的な 5nm 
分割に よる 積 和の 式 を 示し， 特に 原理 式 は 示さなかった。 また， 年代 別 分光 視感 効率 も 5 nm 間隔 だけ を 
示し （本体 付表 1 参照）， 測 色の 等 色 関数で 用いられる ような liim 間隔の データ は 示さなかった。 ただし， 
分光 放射 輝度が 5 nm 間隔 以下で 用意され ている 場合に は， 年代 別 分光 視感 効率 を 内挿して 用いる ことが 
できる こと は 明記した。 

5.3 最大 視感 効果 度 を 用いない 根拠 1979 年 国際 度量衡 総会 （CGPM) において， 光度の 定義が 改訂 さ 
れ， 放射 量と 光度との 関係 は， "540THZ (標準の 空気 中で 波長 555.016 画） の 周波数 を もつ 単色光で， 単 
位 立体 角 当たり 1/683 W の エネルギー を 発生す る 放射の 光度 を 1 cd(candela) とする。" と 定義され た。 また， 
こ れは 明所視 及び 暗 所視の それぞれの 測 光体 系に 適用す る ばか り でな く ， 分光 視感 効率の 異な る あらゆる 
測 光 システムに 適用す る ことにな つた。 したがって， 原理 的に は 年代 別 分光 視感 効率 ^^0(,,>にぉぃてもこ 
の 定義が 適用され る ことになる。 しかし， 解説 3.1 で 述べた ように， この 定義 を 適用す ると 各 年代 ごとに 
輝度 cd/m 2 が 存在す る こ と にな り， どの 年代の 定義に よる 輝度 か 判別が 難しい。 異なる 年代 間で 年代 別 輝 
度の 比較 はで きないと いう 原則が 守 ら れな い 可能性 も 高い。 異種の 輝度が 同 じ cd/m 2 の 単位で 存在す る の 
は， 実用 場面で は 混乱 をき たす ことが 予想され る。 そこで， この混乱を避けるため最大視感効果度 は 
用いずに， 本体 式 (I) によって 年代 別 相対 輝度 を 定義す る ことと なった。 

5.4 年代 別 分光 視感 効率 データ 導出の 根拠 分光 視感 効率 は， 輝度な どの 測 光量 を 定義す る 際に， 最も 

基本と なる 人間の 感度 特性で ある。 本体 付表 1 に 示す 年代 別 分光 視感 効率 は， 前述の 標準 基盤 研究 "色覚 
変化 計測 法 及び データ 収集" において， 交 照 法と 呼ばれる 分光 視感 効率 計測 法に よって 91 名の 異なる 年齢 
の 観測者に ついて 得られた データ を まとめた ものである。 解説 図 1 は， その データ を 年代 ごとの 平均と し 
て 表した もので あり， 図 中の 凡例に 示した 数字 は 観測者 数 を 表す。 約 400〜500 nm の 波長 範囲で は， 年代 
とと も に視感 効率が 低下す る 。 
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波長 （nm) 

解説 図 1 年代 別 分光 視感 効率の 測定 結果 （交 照 法 91 名） 

この データから， 各 波長 ごとの 年齢 変化 率 を 推定し， 観測者 数が 最大で ある 60 歳 代の データ を 基準に し 
て， 各 年代の 分光 視感 効率 を 求めた ものが 本体 付表 1 である。 5 nm ごとの データ は， スプライン 変換に 
よって 平滑 化と 内挿 を 同時に 処理して 得られた ものである。 最終的に， すべての 分光 視感 効率 は 555 nm 
で 1.0 と 基準 化した。 解説 図 2 は， 平滑 化された 年代 別 分光 視感 効率 を 示す。 10 歳 代から 70 歳 代まで， 
各 年代の 分光 視感 効率 は 中間の 年齢， 例えば， 10 歳 代で あれば 15 歳に 対して 推定され た データ を 示す。 



0. 1 
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波長 (nm) 

解説 図 2 平滑 化された 年代 別 分光 視感 効率 

なお， 解説 図 1 及び それ を 平滑 化した 解説 図 2 の データ は， 今後 新しく 収集した データ を考 1 おする こと 
によって， より 信頼で きる データに 修正され る 可能性が ある こと を 指摘して おく。 また， 後述の 解説 図 4 
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及び 解説 図 5 の データに 関しても 同様で ある。 

5.5 年代 別 相対 輝度に よる 光の 評価 方法の 根拠 本体 5. に 示す ように， 年代 別 相対 輝度 は， 相互 比較に 

お レ 、 て 光の 効率の 大小 を 評価す るた めに 用いる。 年代 別 相対 輝度 は， 交 照 法で 得 ら れた 分光 視感 効率に 基 
づ いてい る ので， 視覚 特性に 関 して はちら つきな どの 時間 的 分解能 及び 視力な どの 空間 的 分解能に お ける 
光の 効率 を 意味す る。 これ を 一般的に 視覚 的 応答 又は 視覚 的 効果と 呼ぶ。 したがって， 年代 別 相対 輝度が 
よ り 高い こと は， 点滅す る 光の ちらつき がよ り 良く 見分けられる ことな ど， 時間 的 分解能が 良い こと を 意 
味し， また 同時に， 図形な どの 細部が 見分けられる などの 空間 的な 分解能 も 良い こと を 示す。 
5.6 附属 書 1 (参考） に 示した 視覚 的 コントラスト 計算 例の 意味 解説 5.5 で 記載した ように， 年代 別 相 
対 輝度 は， 同じ 分光 視感 効率で 計算され た 値 同士の 相対的な 比較で 評価す る。 この 具体的 活用 例が 視覚 的 
コントラストで あり， 附属 書 1 (参考） では 年代 別 相対 輝度に よる コントラスト を 例と して 取り上げた。 
年代 別 相対 輝度 は， 交 照 法に よる 分光 視感 効率に 基づいて お り， そのため 同一 年代の 輝度 体系に 対して 遷 
移 則， 比例 則 及び 加法 則が 成立す る。 したがって， 加算， 減算 及び 乗 除算が 可能で あり， コントラストの 
定量 的 計算に 用いる ことができる。 コントラスト 計算 法と して は 幾つか 例が ある 力、 附属 書 1 (参考） で 
は， 最も 簡便な， 背景の 年代 別 相対 輝度に 対する 指標の 年代 別 相対 輝度の 比 を 採用した。 

すなわち， 附属 書 1 (参考） で 示す 標識に ついて， 背景 及び 指標の それぞれ について 20 歳 代 及び 60 歳 
代の 年代 別 相対 輝度 を 求め， それらの 量から 指標の コン トラス トを 求め， その 視覚 的な 意味 を 評価す る。 
― - 般 的に， 視覚で 輝度の コントラストが 検出で きるいき （閾） 値 は 数 o/o から 10 数 o/o といわれる。 したがつ 
て， 20 歳 代の コントラスト 51 o/o は 十分に いき 値 を 超えて おり， 背景と 指標との 輝度 差 をよ く 識別で きる。 
し 力、 し， 60 歳 代の 見る コントラスト は それよ り 約 30 o/o も 低下し， 18 o/o となる。 いき 値 を 超えて はいる も 
のの， 大きく コント ラス 卜が 低下して おり， 高齢者に とって は 十分な コン ト ラス 卜が あると は 言えない。 

なお， コントラストの 定義に ついては 光学 分野で よく 利用され る マイケルソン コントラスト （指標と 背 
景 との 年代 別 相対 輝度 差 Z 指標と 背景との 年代 別 相対 輝度 和） が あり， これに よればい かなる 背景 や 指標 
に対して も 0〜100 % に 規格化され ていて 使いやすい 面が ある。 しかしながら， ここで は 実用 面 を 考慮し 
て， 交通 闔係 でよ く 用い られる 背景に 対する 指標の 年代 別 相対 輝度の 比 を 採用した。 
5.7 附屬書 2 (参考） に 示した 年代 別 相対 等価 輝度に ついて 

5.7.1 年 ftSU 相対 等価 輝度 導入の 根拠 測 光量 やその 計測 システムの 国際規格 を 作成す る CIE では， 1970 

年代から 標準 分光 視感 効率 (ス) による 輝度が， 有 彩色の 光源 や 物体の 明るさ を 表現して いない こと を 指摘 
し， "輝度と 明るさの 違い" として 輝度の もつ 問題点 を 明らかにする とともに， その 解決策の 検討 を 開始し 

た。 

輝度が 光源 や 物体の 明るさ を 正しく 表現して いない 例 は 幾つか ある。 例えば， 白色と 高 彩度の 色 光 （例 

えば， 赤 や W) と を 比較す る 場合に は， 等 輝度で あっても 高 彩度の 色の 方が 明るく 見える。 また， 薄 明視 

と 呼ばれる 低 照明 レベルで は， 青色 系 は 赤色 系よ り も 明る く 見える。 解説 図 3 に 示す よ う に， 直接比較 法 
で 測定され た 分光 視感 効率 は， 長波 長 及び 短波 長 領域で 交 照 法に 比較して 高い 効率 を 示す。 波長の 両端 は 
彩度の 鮮やかな 赤 や 青で あ り ， 色の 応答が 明るさ に 寄与す る こ と を 示して いる。 明るさ を 評価す る とき は， 
交 照 法よ り も 直接比較 法の 分光 視感 効率 を 適用す るの が 正しい とされる。 
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解説 図 3 交 照 法と 直接比較 法との 分光 視感 効率の 差 



こうした 理由から， CIE は 明るさ を 表す 明るさ 分光 視感 効率 関数 し (ス） を 定義し， 技術 報告書と して 勧 
告 した （CIE Publication Mo.75, 1988)。 さらに， CIE では， 明るさ を 表すた めに 等価 輝度ん eq という 概念 を 
導入し， 従来の 輝度の もつ 問題点 を 補足す る システム （補助 測 光 システム） の 開発 を 検討して いる。 この 

よ う に， r ズス) 及び それに 基づいて 開発され る 等価 輝度 な q は， 現在 急速に 国際規格 化が 進められ てお り ， 

今後 CIE 規格， 更に は ISO 規格になる ことが 予想され る。 このような 背景から， この 規格で も 高齢者 を 含 

む 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 り, (ス )(a> 及び 年代 別 相対 等価 輝度ん eq,(a> を 導入す る こと と した。 

直接比較 法に よる 分光 視感 効率の もつ 問題点の 一つ は， 加法 則が 成立し ない ことで ある。 すなわち， 本 
体 式 (1) の 積分の 式 は 適用で きない。 この 原因 や 視覚 的な 意味に ついては， 基礎的な 検討が 進められ ている。 
その 知見に 基づいて， 既に 幾つかの 解決策が 提案され ている ものの まだ 確立され たもの はない。 現状で は， 
単色光 だけに 対して 分光 視感 効率 関数 を 適用す るの がよ い。 そこで 附属 書 2 (参考） の 式 (1) のように， 単 
色 光 だ け に 限定 した 式 を 提案 し た 。 

附属 書 2 付表 1 に 示す 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 Kb (ス )(a> は， 前述の 標準 基盤 研究 "色覚 変化 計測 法 及 

びデー タ 収集" に おいて， 直接比較 法に 基づ く 分光 視感 効率 計測 法に よって 97 名の 異なる 年齢の 観測者 か 
ら 得られた データ を ま とめた ものである。 解説 図 4 は その 計測 データ を 年代 ごとの 平均と して 表した もの 
であり， 図 中の 凡例に 示した 数字 は 観測者 数で ある。 交 照 法に よる 結果と 同様に， 約 400〜500 nm の 波長 
範囲で は， 年代と ともに 視感 効率 力 下す る。 さらに， 直接比較 法の データで は， 長波 長 域に おいても 年 
齢と ともに 視感 効率が 低下す る 様子が 見られる。 この データから 各 波長 ごとの 年齢 変化 率 を 推定し， 観測 
者 数が 最大で ある 60 歳 代の データ を 基準に して， 各 年代の 分光 視感 効; t 【 を 求めた ものが 附属 書 2 付表 1 
である。 5nm ごとの データ は， ス プライ ン 変換に よって 平滑 化と 内挿 を 同時に 処理して 得られた もので あ 
る。 最終的に， すべての 分光 視感 効率 は 前述した 光度の 定義に よって， 555 nm で 1.0 としてい る。 解説 図 
5 は， 平滑 化された 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 を 示す。 10 歳 代から 70 歳 代まで， 各 年代の 明るさ 分光 視感 
効率 は， 中間の 年齢， 例えば， 10 歳 代で あれば 15 歳に 対して 推定され た データ を 示す。 
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解説 図 4 直接比較 法に よる 年代 別 分光 視感 効率の 測定 結果 （97 名） 
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解説 図 5 平滑 化された 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 

5.7.2 年代 別 相対 等価 輝度の 活用 CIE が 定義した 等価 輝度ん eq は， 明るさ を 正しく 表すた めの 測 光量で 
ある。 同様に， 年代 別 相対 等価 輝度 は， 附属 書 2 (参考） の 2. 定義に 示す ように， 対象と する 光源 及び 物 
体と 同じ 明るさに 見える 参照 光の 輝度と して 定義した。 対象の 明るさ を 参照 光の 輝度で 表そう とする 概念 
は 同様で ある。 参照 光 は， 1979 年の 国際 度量衡 総会に おいて， "540 THz (標準の 空気 中で 波長 555.016 nm) 
の 周波数の 単色光" として 定義され た。 この 周波数 は， 分光 視感 効率の 最大値 （555 nm) に ほぼ 等しい 波 
長と して 選択され た。 ただし， 年代 別 相対 輝度と 対応させる ため， ここで も 最大 視感 効果 度 心 1 を 除いて 
定義した。 
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現在 広く 用いられ ている K ス) 及び それに 基づく 輝度 と ， り， (ス) 及 び そ れ に 基づ く 等価 輝度 と の 関係 につい 
て は， 次の よう になる。 

は， 交 照 法に よって 測定され た 分光 視感 効率であって， ちらつき を 検出したり 細かい 文字 を 読む 場 
合な どの 見やす さな どに 関する 光の 効率 を 表す。 すなわち， ド (ス) に基づいて 計算され る 輝度 は， 視覚 系が 
時間 的 又は 空間 的に 変化す る 光 を 見る 際に， ちらつき を 検出したり 細かい 文字の 見やす さな どに 関する 光 
の 量 を 表す ものである。 これに 対し， Kb (え) 及び 等価 輝度 は， 静止した 広い 面の 明るさ を 評価す る 際に 用い 
る。 年代 別 輝度 及び 年代 別 等価 輝度の 適用 範囲 も 全く 類似して お り， 年代 別 輝度 は 時空 間の 細かな 弁別に 
お け る 光の 効率 を 評価す る 際に 用い， 年代 別 等価 輝度 は 広い 面の 明 る さ を 評価す る 際に 用いる 。 
5.8 年代 別 相対 輝度の 活用の 効果 年代 別 相対 輝度 を 活用す る 効果 は， 次に 示す ように 幾つか 列挙す る 
ことができる。 基本的に は， 光の 使い方 を 年代 別 又は 高齢者 用と 若年 者 用と に 分けて 評価 • 設 計し， それ 
ぞれの 光の 利用者に 応 じ た 適切な 光環 境 設計の ための 技術的， かつ， 定量 的 基盤 を 提供す る。 
5.8.1 光源の 視覚 的 効率の 評価 及び 年齢に 適した 光源の 選択 光源， 特に 照明 用 光源 は， 家庭 や 公共 空間 
で 数多く 用いられ， 様々 な 分光 成分 を もつ ものが 多い。 こうした 光源から， 消費者 は 視覚 的に 高い 効率の 
光源 を 選択したい。 現在， 光源から 発する 光量の 表示に は 光束 カ佣 いられて いる 力く これ は 標準 分光 視感 
効率で 計算され た 測 光量で ある。 年代 別 分光 視感 効率で 計算 すれば 消費者の 年齢に 応じた 適切な 光源の 選 
択が 可能と なる。 具体的に は， 各 光源に ついて， ある 決められた 条件で 照射した 面の 年代 別 輝度 を 計測し， 
又は 光源の 分光 成分 か ら 直接 計算 し， それらの 中から 最も 高い も の を 選択 すれば， そ の 年代に 適 し た 光源 
となる。 光源の 分光 成分に よって は， 若年 者に 適した 光源で あっても， 高齢者に は 適して いない 場合 も あ 
る。 高齢者の 集まる 場所の 光源の 選択に， こうした 年代 別 相対 輝度に よる 定量 的 評価が 有効で ある。 また， 
こ う した 評価 や 選択 を 一般の 消費者が 行える よ う な 情報 を 光源に 表示す る こ と も， 年齢 を 考慮した 消費者 
のた めの 情報と 言えよ う。 

一方， 新 光源の 開発に おいても 従来との 比較 をす る 場合に， 年代 別 相対 輝度 を 用いて 評価す る ことによ 
つて， 各 年代に とって どのくらいの 効率の 増加 又は 損失 か を 定量 的に 知る ことができる。 もちろん， こう 
した 評価に よって， 高 者に ター ゲッ トを 当てた 光源の 開発 も 可能と なる。 さらに， 小 光源と してし ED が 
開発され， 特に 青の LED も 使用され るよう になった。 青色の 視覚 的 効率 は 特に 年齢 効果が 大きく， 家電の 
パイロットランプ などに 用いる 場合 は， その 輝度 設定 は 重要で ある。 こうした 光源の 設置 や 設計 を， 使用 
者の 年齢 を 考慮 し て 適切に 行 うため にも， 年代 別 相対 輝度の 活用が 有効で ある 。 

5.8.2 視認 性の良い 視覚 表示物の 設計と 評価， 更に 適切な 照射 光源の 選択 交通 標識 や 公共 サイ ンは 安全 

性 を 確保す るた め視認 性の良い 設計 をす る こ とが 要求され る。 これらの 視覚 表示物の デザィ ンの 要素の 中 
で， 重要な も の は 視覚 的な コントラスト であり， 様々 な 色の 背景 や 指標 を 使 うこと によつ て 様々 な コ ン ト 
ラス トが 生じる。 これらの 色の 定量 的 評価に， 年代 別 相対 輝度の 算出 や コント ラス 卜の 推定が 効果が ある。 
附属 書 1 (参考） は， こうした 活用 を 想定した 標識の 例で ある。 また， 作成され た 標識 を 照射す る 光源の 
分光 成分に よっても， この コントラスト は 変化す る。 設計の 色が 限られて いる 場合な ど は， 光源の 分光 成 
分 を 選択す る ことによって， 適切， 力つ， 最大の 効果が 期待で きる 光源の 遘択 を， 標識の 設計に 合わせて 
行う ことができる。 例えば， 高齢者の 観測者が 多い 場合 は， 効率の 低下した 短波 長 成分 を 補うた めに， こ 
の 成分の 多い 光源に よって 標識な ど を 照明す る ことが 効率的で ある。 こう して， 年齢の 効果 を 踏まえた 見 
やすい 標識の 設計 及び 照明 環境が 整備で き る。 
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5.8.3 測 光 器への 活用 現在の 輝度 計， 照度計な どの 測 光 器 は， 標準 分光 視感 効率 kU) に よる 重み 付けに 

よって 分光 成分 を 計測して いる。 標準 分光 視感 効率に 加えて， 年代 別 分光 視感 効率 を 組み込む ことによ つ 
て， 年代 別 相対 輝度が 一般的に 簡便に 求められ， 測 光 システムの 機能 向上が 期待で きる。 分光 放射 輝度 を 
計測す る 技術 は 一般に は 浸透して いないので， 測 光 器と して 従来の 輝度 計な どに 組み込む ことによって， 
測 光 システム の 普及 と 活用 が 図 られ る。 

6. 懸案 事項 CIE が 規定した 測 光 システム は， 明るさに 関して は 正しく 評価で きない こと は 既に 述べた 
とおりで ある。 これ を 補う ものと して CIE において 補助 測 光 システムが 現在 開発され つつ ある。 既に， 技 
術 レポート （C1E Publication No.l41， 2001) が 出版され， これ を 基に 補助 測 光 システムの 制定 作業が 進行 
中で ある。 附属 書 2 (参考） で 示した 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 及び それに 基づく 年代 別 相対 等偭 輝度 は， 
この 動向に 沿った もので あり， 将来 補助 測 光 システムが CIE で 制定され た 場合に は， この 規格の 一部と し 
て 取り入れる ことができる。 また， 附属 書 2 (参考） に 記載した 年代 別 相対 等価 輝度 は， この 量に 関する 
加法 則が 成立し ないた め， 現在 は 単色光 だけに 適用す る。 これ は， 単色光の 複合され た 一般の 光に 適用で 
きないと いう 実用 上の 大きな 制限 を 意味す る。 CIE では この 問題の 解決 を 模索して おり， この 解決策 を 待 
つて 補助 測 光 システムの 制定 を 行う ことになる。 既に 幾つかの 方法 は 提案され ており， これらの 中から， 
又は それら を 組み合わせて， 一般の 光に 適用で きる 補助 測 光 システム 及び 等価 輝度が 制定され る ものと 思 
われる。 その システムの 基本概念 や 原理 手法 は， そのままの 形で この 附属 書 2 (参考） の 年代 別 相対 等価 
輝度に 適用され， 将来 JIS と して 制定で きる ものと 思われる。 

し 力、 しな 力 《ら， C1E の 補助 測 光 システムの 最大の 利点で ある 薄 明視の 環境への 適用に 関して は， この 規 
格で は 明 所視に 限られて おり， 直ちに 薄 明視へ 展開す る こと は 難しい。 薄 明視へ 適用す るに は， 薄 明視に 
お け る 年代 別 明 る さ 分光 視感 効率が 必要 となる 力、 これに 関して はま だ ほ とん ど 検討が 進 めら れ ていない。 
加齢に よる 視感 効率の 変化が， 短波 長 領域に おける レンズの 吸収 や 散乱と いう 光学 的 変化 だけで ある 場合 
は， 比較的 簡便に 薄 明視の 視感 効率 を 予測で きる 力、 明るさ 分光 視感 効率で 示された ように， 長波 長 領域 
においても 年齢 効果が 見 られ ている ことから， 単に 光学 的 補正 だ けで は ない こと は 明らかで ある。 こ の 解 
決に は， この 規格で 示した よう な 年代 別 分光 視感 効率 及び 年代 別 明るさ 分光 視感 効率 を， 薄 明視 環境で 測 
定す る こと が 必要で あ り ， こ の 規格の 今後の 展開に お ける 一つの 課題 と言える。 

7. その他 この 規格に 関連す る 参考文献 を， 次に 示す。 

CIE Publication No.75 [1 988] Spectral luminous efficiency functions based upon bngntness matching for 

monochromatic point sources ,2° and 10° fields 
CIE Publication No. 141 [2001] Testing of supplementary systems of photometry 



解 " 

：：；^作拖法にょ り無断での投製， fe 战等は iSil: されて おります。 



8. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
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レ U 

石 


村 


公 


隆 
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(文責 佐 川 賢) 



解 に 

作 権 法に よ り 無断での 複製， 転战等 は: stni: されて お り ます,. 
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白 紙 



解 13 



作 ffi 法に よ り 無断での Sili 転棍等 は されて おり ます, 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 標準 部 標準 調査 媒 [FAX(03)3405-554ITEL(03)5770-I573] へ ご 連 

絡く ださい。 

女.115規^^^?紫の正>^ぉ；^?さが発行された場合は， 次の耍^^！でご^内ぃたします。 

(1) 当 協会 発行の 月刊, 适" 標準化 ジャーナル" に， 正 • おの 内容 を 掲載いた します。 

(2) 原則と して 毎月 第 3 火曜日に， "日 M 業 新聞" 及び "日刊 ェ莱 新聞" の JIS 発行の 広告欄 
で， 正誤 棄が 発行 さ れた JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 を お知らせ いたします。 

なお， 当 協会の J ほ 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正 鱗 票が 発行され た 場合， 自動 
的に お送りい たします。 

★JIS 規格 票の ご注文 は， で汀众节;3^^部カ スタ マーサー ビス ,Si [TEU03)3583-8002 FAX(03)3583-0462] 
又は 下記の 当 tii 会 各 支部に おきましても ご注文 を^って おります ので， お 申込みく ださい。 
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